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項 目 質  疑  事  項 回  答  事  項 

 (新棟 構造)  

S-02 

S 造範囲のｺﾝｸﾘｰﾄ強度について､特記通

り、Fc42N/mm2 ｽﾗﾝﾌﾟ 21cm と考えて

よろしいですか｡ 
 

2～4 階の S 造部分の床スラブと立上

り壁は Fc21、S=18cm、普通セメント、

AE 減水剤入り、とする。 
 

S-02 

擁壁 FW200 に取り付く片持ち床のｺﾝｸﾘ

ｰﾄ強度について､擁壁 FW35 に倣い

Fc24N/mm2 ｽﾗﾝﾌﾟ 18cm と考えてよろ

しいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

S-02 
S-23 

ﾏｽｺﾝｸﾘｰﾄの適用範囲について､ﾘﾆｱｯｸの

厚壁厚床と記載ありますが､床 S140 と

取合う柱･梁についてもﾏｽｺﾝｸﾘｰﾄと考え

てよろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

S-20 
S-33 

基礎 F13 について､ﾘｽﾄはありますが､伏

図に記載が無い為､不要と考えてよろし

いですか｡ 
 

貴見のとおり。 

S-20 

基礎伏図のK通り上と1通り上にある基

礎梁 FB11･FG11 について､ﾘｽﾄをご指示

下さい｡ 
 

FB11 を FB1A、FG11 を FG1A と読

み替えてください。 

－ 
人通孔について､補強要領をご指示下さ

い｡ 
 

S-12 図で想定してください。 



項 目 質  疑  事  項 回  答  事  項 

A-32 

【参考図】標準詳細図 2(外部･免震ﾋﾟｯ

ﾄ)D2-3 地下水槽の釜場について､位置を

ご指示下さい｡ 
 

実施設計にて確定しますので、同規模

程度の事例から想定してください。 

S-34 

擁壁断面ﾘｽﾄの FW200 について､擁壁下

部にある床(H2000)の側面に横筋が必要

な場合は配筋をご指示下さい｡ 
 

FW200 横筋と同配筋とします。 

S-34 
A-28 
 

矩計図 1 A-A’矩計図のA通り外側にある

底盤下地業について 
S-34 図 砕石 t60 
A-28 図 砕石 t100 
と相違しています｡S-34 図を正と考えて

よろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

S-19 

P1･P1A の杭本数について 
S-19 図杭伏図 P1-216 本 P1A-62 本 
S-19 図杭ﾘｽﾄ P1-214 本 P1A-44 本 
と相違しています｡杭伏図を正と考えて

よろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

A-31 
S-07 
S-21～ 
32 

構造ｽﾘｯﾄの使用について､構造ｽﾘｯﾄ使用

か所は構造図に依るとありますが､構造

図に記載がありません｡今回工事では構

造ｽﾘｯﾄは不要と考えてよろしいですか｡ 
 

全面壁は柱際と床上に、腰壁と垂れ壁

は柱際に、方立て壁は床上に、それぞ

れ構造スリットを設ける計画です。た

だしリニアックの厚壁には設けませ

ん。 

－ 
上記質疑について､構造ｽﾘｯﾄが必要な場

合､範囲図をご指示下さい｡ 
 

断面図や矩計図を基に想定してくださ

い。 

S-23 
S-53 

1階1通り/A～B通り間のﾘﾆｱｯｸ部壁につ

いて､W130 の配筋が不明です｡ﾘｽﾄをご

指示下さい｡ 
 

W140 と同配筋とします。 

S-53 
壁符号W18について､開口補強筋が不明

です｡補強要領をご指示下さい｡ 
S-06 図 7.3(2)のうち、AB 共 2-D13、
CD 共 6-D10、とします。 



項 目 質  疑  事  項 回  答  事  項 

S-40 
免震部材基礎 MF10 について､詳細が不

明です｡ご指示下さい｡ 
 

MF8 上部基礎と同配筋とします。 

A-23 
A-28 
A-29 

免震ﾋﾟｯﾄ階 1 通り/A～K 通り間･K 通り

/1～14 通り間の RC 立上りについて､厚

さ･配筋が不明です｡ﾘｽﾄをご指示くださ

い｡ 
 

W15 です。 

A-23 
S-21 

免震ﾋﾟｯﾄ階 A 通り/3～4 通り間の壁形状

について 
A-23 図 ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ形状 
S-21 図 ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ無し 
と相違しています｡A-23 図を正と考えて

よろしいですか｡ 
 

A-23 図の位置にドライエリアは設け

ますが、その周囲の擁壁は FW200 と

し、角部に杭 P2A が 1 本ずつ計 2 本

あるものと考えてください。 

S-02 
S-40 

柱 C10 のｺﾝｸﾘｰﾄ仕様について､免震層か

ら 2 階免震層まで立ち上がる為､免震立

上り基礎と同強度と考えてよろしいで

すか｡ 
 

貴見のとおり。 

S-22 
A-23 
 

ｵｲﾙﾀﾞﾝﾊﾟｰの台数について 
S-22 図 40 台 
A-23 図 41 台 
と相違しています｡S-22 図を正と考えて

よろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

S-22 
A-23 
 

鋼材ﾀﾞﾝﾊﾟｰの台数について 
S-22 図 18 台 
A-23 図 12 台 
と相違しています｡S-22 図を正と考えて

よろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

S-32 
S-45 

鉄骨柱 SC11 について､軸組図に図示が

ありますが､ﾘｽﾄが不明です｡ご指示下さ

い｡ 
SC2 と読み替えてください。 



項 目 質  疑  事  項 回  答  事  項 

S-02 

柱梁接合部の定着方法について､ﾌﾟﾚｰﾄ

定着の適用範囲は下記と考えてよろし

いですか｡ 
柱 – 柱頭部(最上階) 
梁 – 大梁主筋全て 
   (最上階上端 1 段筋･小梁を除く) 
    
 

貴見のとおり。 

S-30 
S-41 

柱について､S-30 図と S-41 図とで有無

が相違しています｡S-30 図を正と考えて

よろしいですか｡ 
例 R2 階 7～9 通り間･A～B 通り間 
S-30 図 柱有り 
S-41 図 柱無し 
 

貴見のとおり。 

－ 
上記質疑について､R2･HP 階の柱ﾘｽﾄは

R1 階に倣うと考えてよろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

－ 

梁貫通補強施工か所数について､下記項

目毎にご指示下さい｡ 
梁(基礎梁･RC 梁･SRC 梁･S 梁) 
床 
壁 
 

実施設計にて確定しますので、同規模

程度の事例から想定してください。 

S-12 

RC 梁用貫通孔既製品補強について､組

数は下記と考えてよろしいですか｡ 
基礎梁 – 6 枚組 
RC 梁 – 4 枚組 
SRC 梁 – 2 枚組 
 

実施設計にて確定しますので、同規模

程度の事例から想定してください。 

S-24 
S-29 

梁符号について､下記の様に読み替える

と考えてよろしいですか｡ 
2階4～7通り間/B～C通り間 B65→b65
7 階 13～14 通り間/D 通り 3B→B3 
 

貴見のとおり。 



項 目 質  疑  事  項 回  答  事  項 

S-46 ～

47 
S-49 ～

50 

5 階～R1 階大梁 B1H･G1H について､ﾊﾝ

ﾁ長さは L1000 と考えてよろしいです

か｡ 
 

L=1500（1/6 勾配）とします。 

S-49 
5 階大梁 G13 について､ｽﾀｰﾗｯﾌﾟは

2-D13@150 と考えてよろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

S-23 ～

26 
S-28 
S-30 

梁について､下記符号のﾘｽﾄがありませ

ん､ご指示下さい｡ 
1 階 2～3 通り間/B 通り B2 
2 階 1 通り/A～B 通り間 G3A 
2 階 1 通り/E～F 通り間 G4A 
2 階 9～10 通り間/F 通り B21A 
3 階 13～14 通り間/C 通り B3C 
4 階 1～2 通り間/A～E 通り間 CB12 
4 階 1～2･21～22 通り間/F 通り CB21 
6 階 11～12 通り間/B～C 通り間 

B60(小梁) 
R2 階 9～10 通り間/C～D 通り間 CB11
HP 階･ELV 階 B1･B2･G3 
 

下記の通り読み替えてください。 
 
B2→B1 
G3A→G3 
G4A→G4 
B21A→B21 
B3C→B3 
CB12→3 階 CB12 
CB21→3 階 CB21 
 
B60→b65 
CB11→R2 階 B1 
→それぞれ R2 階の B1･B2･G3 

S-49 

1 階大梁 G1A の上下主筋本数について 
S-49 図(断面) 27-D35 
S-49 図(ﾘｽﾄ) 18-D35 
と相違しています｡S-49 図(断面)を正と

考えてよろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

S-49 
2 階～4 階大梁 G13 について､鉄骨ﾌﾞﾗｹｯ

ﾄ長さは G4 に倣い L2700 と考えてよろ

しいですか｡ 
貴見のとおり。 

A-17 
A-29 

ﾘﾆｱｯｸについて､垂直方向の遮蔽鉄板の

厚み及び水平･垂直方向遮蔽鉄板部の鉄

筋納まりをご指示下さい｡ 
 

遮蔽鉄板厚みや納まりについては医療

機器決定後に実施設計で確定します

が、垂直（壁）450ｍｍ程度、水平（天

井、床）600ｍｍ程度を見込み、鉄筋

は通常の定着と想定してください。 



項 目 質  疑  事  項 回  答  事  項 

A-29 
S-23 

ﾘﾆｱｯｸの梁(1 階 1～2 通り間/B～D 通り

間)の有無について 
A-29 図 有り 
S-23 図 無し 
と相違しています｡A-29 図を正とし G1
を見込むと考えてよろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

A-17 
A-29 

矩計図 2 C 部 矩計図の 1 階ﾏｼﾝﾊｯﾁ下部

に擁壁からの片持ち床の図示がありま

すが､該当範囲は 20～23 通り間/A 通り

下のﾏｼﾝﾊｯﾁ下部と考えてよろしいです

か｡ 
 

貴見のとおり。 

－ 
上記質疑が正の場合､片持ち床符号は

CS15 と考えてよろしいですか｡ 
 

鉄骨量 200kg/㎡の架台と想定してく

ださい。 

S-24 
～26 
S-53 

ｽﾗﾌﾞ形状について､ｽﾗﾌﾞﾘｽﾄに普通型枠･

捨て型枠の記載がありますが､2～4 階梁

伏図の F 通り上(2・3 階 21~23 通り間は

E通り上)のS符号は捨て型枠､その他(外
周 CS 符号含む)は普通型枠と考えてよ

ろしいですか｡ 
 

外部、見え掛かり、リニアック周り、

および水槽上部は普通型枠とし、その

他は捨て型枠としてください。 

A-28 
A-29 

2～4 階外周片持ち床について､先端部

PC 垂れ壁が取り付く片持ち床は在来床

と考えてよろしいですか｡ 
 

床も PC 版にて計画しています。 

S-07 

ｽﾗﾌﾞの出隅及び入隅部､片持ちｽﾗﾌﾞ入隅

部の補強筋について､斜め補強と直行補

強の 2 つ記載がありますが､すべて直行

補強と考えてよろしいですか｡ 
 

斜め補強、直行補強どちらでも結構で

す。 

S-38 
～39 

免震部材について､装置高さが不明で

す｡符号別に高さをご指示下さい｡ 
 

詳細は型番からカタログ等を参照して

ください。 
 



項 目 質  疑  事  項 回  答  事  項 

S-38 
積層ｺﾞﾑ用ﾌﾗﾝｼﾞﾌﾟﾚｰﾄの材質は SM490A
とありますが、ｱﾝｶｰﾌﾟﾚｰﾄの材質が不明

です。SS400 と考えてよろしいですか。

フランジプレート同材と考えてくださ

い。 

 (上空連絡通路 構造)  

S-54 

柱脚部保護ｺﾝｸﾘｰﾄについて､下記と考え

てよろしいですか｡ 
断面 950x950 
高さ H300(基礎天端～GL) 
主筋 16-D13 
帯筋 D10@100 
 

下記と考えて下さい。 
 
断面→OK 
高さ→OK 
主筋→20-D10 
帯筋→D16@100 

S-54 
ｺﾝｸﾘｰﾄの仕様について､Fc21N/mm2 ｽﾗ
ﾝﾌﾟ 18cm と考えてよろしいですか｡ 
 

床スラブは貴見のとおり。 
柱脚と基礎は基礎梁に準じた仕様とし

てください。 

S-54 

上空連絡通路の 3階床のｽﾗﾌﾞ形状につい

て､床符号 S11 はﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷと考えてよろ

しいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

－ 

上記質疑が正の場合､下記をご指示下さ

い｡ 
･ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷ仕様 
･ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ仕様･要領 
･ｺﾝｸﾘｰﾄ止め仕様 
 

本体に準じた仕様としてください。 

 (新棟 外部仕上)  

A-21 
A-22 
A-31 
 
 
 
 
 

塔屋屋根の防水について､下記場所の防

水が不明です｡【参考図】標準詳細図 1(外
部 )D1-2 露出ｱｽﾌｧﾙﾄ防水内断熱工法

D-1 と考えてよろしいですか｡ 
･HPF 7～8･A～B 間 
･RF2F 7～9･A～B 間 
･6F 16～17･D～E 間 
 
 

標準詳細図 1 の D1-１とします。 



項 目 質  疑  事  項 回  答  事  項 

A-02 
A-31 

屋根 断熱ｱｽﾌｧﾙﾄ防水立上りについて 
A-02 図 乾式保護材 押出成形ｾﾒﾝﾄ板 
A-31 図 乾式保護材無し 
と相違しています｡A-31 図を正と考えて

よろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

A-31 

【参考図】標準詳細図 1(外部)D1-7 屋上

機械基礎について､寸法及びか所数をご

指示下さい｡ 
 

実施設計にて確定しますので、同規模

程度の事例から想定してください。 

A-21 
A-22 
A-28 

屋上ECP目隠しについて､下記項目をご

指示下さい｡ 
･頂部笠木の仕様 
･下端見切金物の仕様 
･目隠し壁裏側の仕上 
･出隅(曲面)の納まり詳細 
 

頂部笠木・下端見切金物とも既製品ア

ルミ製、目隠し壁裏側は撥水剤程度、

出隅の納まりは AL パネル３ｍｍとし

ます。 

A-28 

2～4F ﾊﾞﾙｺﾆｰ垂壁 ﾎﾜｲﾄｺﾝｸﾘｰﾄ PCa 板に

ついて､PCa 板は垂壁部分のみとし､床

は在来工法と考えてよろしいですか｡ 
 

A-28 

上記質疑について､床が在来工法の場

合､床 RC と垂壁 PCa の取合詳細をご指

示下さい｡ 
 

床も PC 版にて計画しています。 

A-28 

上記 PCa 板について､平面割付が不明で

す｡@2000 程度と考えてよろしいです

か｡ 
 

貴見のとおり。 

A-28 
上記 PCa 板について､取付金物詳細をご

指示下さい｡ 
 

実施設計にて確定しますので、メーカ

ー仕様等から想定してください。 

A-28 
ﾊﾞﾙｺﾆｰ軒天井 給排気用ｽﾘｯﾄについて､

施工範囲及び詳細をご指示下さい｡ 
 

A-３２の D２―１２を参照してくださ

い。開口寸法については、実施設計に

て確定します。 



項 目 質  疑  事  項 回  答  事  項 

A-05 

建築工事特記仕様書 4 20 章ﾕﾆｯﾄ及びそ

の他の工事 22.ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ(φ75･150)の施

工箇所について､最大雨量 180mm/H と

して適宜設置と記載ありますが､今回建

物の雨水排水計画図をご指示下さい｡ 
 

実施設計にて確定しますので、同規模

程度の事例から想定してください。 

A-42 

【参考図】標準詳細図 12(内部 10)D12-2
煙突詳細 断面図に記載ある開口塞ぎﾌﾟ

ﾚｰﾄ(金物工事)について､仕様･厚み･表面

仕上をご指示下さい｡ 
 

仕様等参考とするための他物件の詳細

図のため、同程度の事例から今回計画

に適した詳細、仕様を想定してくださ

い。 

A-02 
A-35 

定礎の厚み･寸法･裏箱の仕様について 
A-02 図 t30 500×300 裏箱:SUS 
A-35 図 t50 650×500 裏箱 銅板 
と相違しています｡A-35 図を正と考えて

よろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

A-50 
A-31 

1F 20～23-A通りﾏｼﾝﾊｯﾁの寸法について

A-31 図 W3360×D1460 
A-50 図 W18000×D3600 程度 
と相違しています｡A-50 図を正と考えて

よろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

A-17 
A-31 

1F 3～4-A 通りﾏｼﾝﾊｯﾁの寸法について 
A-17 図 W3500×D3500 程度 
A-31 図 W3360×D1460 
と相違しています｡A-17 図を正と考えて

よろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

A-32 
 
 

【参考図】標準詳細図 2(外部･免震ﾋﾟｯ

ﾄ)D2-13 He ｶﾞｽ排気安全棚について､か

所数をご指示下さい｡ 
 
 
 

MRI 室数の３箇所とする。 



項 目 質  疑  事  項 回  答  事  項 

A-32 
A-58 

3F ﾘﾊﾋﾞﾘ庭園のﾍﾞﾝﾁ(計5か所)について､

【参考図】標準詳細図 2(外部･免震ﾋﾟｯ

ﾄ)D2-14 にて着脱式天板と園芸道具収納

の使い分けがあります｡振り分けをご指

示下さい｡ 
 

園芸道具収納は該当無しとします。 

A-31 

【参考図】標準詳細図 1(外部) D1-10 屋
上設備点検架台詳細について､施工範囲

をご指示下さい｡ 
 

A-31 
上記質疑について､架台下基礎の寸法･

か所数をご指示下さい｡ 
 

実施設計にて確定しますので、同規模

程度の事例から、メンテナンス性を考

慮して必要箇所を想定してください。

A-31 

【参考図】標準詳細図 1(外部) D1-16 ﾀﾗ
ｯﾌﾟ詳細について､施工位置･高さ寸法を

ご指示下さい｡ 
 

６F、RF、RF2 の塔屋や屋上が該当し

ます。高さは立面、断面図等から想定

してください。 

A-31 

【参考図】標準詳細図 1(外部) D1-17 ﾌｪ
ﾝｽ(既製品)の使用箇所が MRI He 排気

(2FL)と記載ありますが､図示が無い為､

施工範囲及び扉のか所数が不明です､ご

指示下さい｡ 
 

MRI 室と同数の３箇所です。範囲につ

いては同規模程度の事例から想定して

ください。 

A-20 

4F 屋上 17～20 通り吹抜廻りについ

て､手摺が必要と思われます｡仕様･ﾒﾝﾊﾞ

ｰ･詳細をご指示下さい｡ 
 

デッキテラス廻りの倍のスペースを設

置範囲として溶融亜鉛メッキ処理の

H1300ｍｍのスチール製手すりとし

ます。 

 (新棟 内部仕上)  

A-17 
～19 
 

1～3F 北側円柱の仕上･下地及び耐火被

覆の仕様について､各室壁仕上+FG ﾎﾞｰ

ﾄﾞ t6+6+LGS 下地､耐火被覆ﾛｯｸｳｰﾙ吹付

と考えてよろしいですか｡ 
 
 

耐火塗料、又は耐火シートとします。



項 目 質  疑  事  項 回  答  事  項 

A-03 

建築工事特記仕様書 2 14 章金属工事 7.
軽量鉄骨壁下地について､層間変位等に

よるきしみ音対策有りとありますが､施

工範囲･仕様･詳細が不明です｡ご指示下

さい｡ 
 

吹抜部まわりの内壁が該当します。仕

様は実施設計にて確定します。 

A-33 

間仕切凡例 HS1 他 WC 及び SK 等､水廻

り関連室の室内に面する壁について､耐

水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9.5 増貼とありますが､一

般軽鉄間仕切は表面石膏ﾎﾞｰﾄﾞを耐水石

膏ﾎﾞｰﾄﾞに読み替えと考えてよろしいで

すか｡ 
 

PB12.5 の上に 9.5 耐水を増貼としま

す。 

A-13 
A-14 
A-33 

WC 及び SK 等､水廻り関連室の室内に

面する壁 耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞの厚みについ

て 
A-13･14 図 不燃耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t12.5 
A-33 図 耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9.5 
と相違しています｡A-13･14 図を正と考

えてよろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

A-01 
A-09 

ｶｰﾃﾝの工事区分について 
A-01 図 建築工事 
A-09 図 別途工事 
と相違しています｡A-09 図を正と考えて

よろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

A-01 
A-09 
 
 

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙの工事区分について 
A-01 図 別途工事 
A-09 図 建築工事 
と相違しています｡A-09 図を正と考えて

よろしいですか｡ 
 
 
 

貴見のとおり。 



項 目 質  疑  事  項 回  答  事  項 

A-46 
A-47 

1F ｺﾐｭﾆﾃｨﾓｰﾙ･図書室 本棚について､仕

様･高さ寸法･詳細をご指示下さい｡ 
 

H2100ｍｍ、スギ材とします。 

A-52 

2F 化学療法 SS 後方壁開口四方枠につ

いて､高さ寸法が不明です｡H900 と考え

てよろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

A-51 
2F 自己採血 目隠しｽｸﾘｰﾝについて､仕

様･詳細･高さ寸法をご指示下さい｡ 
 

H1000ｍｍの木製家具の上部に H300
ｍｍの強化ガラス T5 の構成です。詳

細は実施設計にて確定します。 

A-52 
2F 化学療法室 ﾛｰﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ H1200 につ

いて､程度をご指示下さい｡ 
 

上記、自己採血と同程度の仕様としま

す。 

A-58 
3F 理学療法ｽﾀｯﾌｺｰﾅｰ  ﾛｰﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ
H1000 について､程度をご指示下さい｡ 
 

両側から使用する収納家具とし、その

上部がカウンターの形状を計画してい

ます。 

A-35 

【参考図】標準詳細図 5(内部 3)D5-16 三
方枠･一方枠について､ｽﾃﾝﾚｽ枠･木枠の

施工場所が不明です､ご指示下さい｡ 
 

WC,厨房等の水廻りは SUS、食堂、プ

レイルーム等の患者スペースは木製、

その他は St 製で想定し見込むこと。 

A-35 

【参考図】標準詳細図 5(内部 3)D5-18 消
火器ﾎﾞｯｸｽについて､か所数をご指示下

さい｡ 
 

実施設計にて確定しますので、同規模

程度の事例から想定してください 

A-36 

【参考図】標準詳細図 6(内部 4)D6-12 天
井点検口について､2400か所見込むこと

と記載ありますが､目地･額縁ﾀｲﾌﾟ及びｴ

ｱﾀｲﾄ型(ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ用)の振り分けか所数を

ご指示下さい｡ 
 

各モール、待合、患者廊下等の共用部

は目地タイプ、クリーン度が必要なエ

リアはアタイト型、その他は額縁タイ

プとします。 

A-37 

【参考図】標準詳細図 7(内部 5)D7-2  
総合受付ｶｳﾝﾀｰ 甲板 天然石について､

程度をご指示下さい｡ 
 
 

花崗岩（JB 仕上）、各窓口に杖立て加

工とします。 



項 目 質  疑  事  項 回  答  事  項 

A-34 

【参考図】標準詳細図 4(内部 2) D4-35 
化粧ﾏﾝﾎｰﾙ(600×600)の施工位置につい

て､取付か所は平面詳細図によると記載

ありますが図示ありません｡不要と考え

てよろしいですか｡ 
 

－ 
上記質疑について､必要な場合､施工位

置･か所数をご指示下さい｡ 
 

仕様等参考とするための他物件の詳細

図のため、同規模程度の事例から機能

性、意匠性に配慮して想定してくださ

い。 

A-38 
A-58 

平面詳細図13(3階-3) 外来WC4 洗面台

(L1400)の詳細について､A-38 図 D8-12
手洗ｶｳﾝﾀｰ詳細に記載ある A ﾀｲﾌﾟと考え

てよろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

A-27 

地下ﾋﾟｯﾄ(水槽)について､下記項目が必

要と考えてよろしいですか｡ 
･人通口 – VU 管 φ600 1 か所/ｽﾊﾟﾝ 
･通気管 – VP 管 φ100  

人通口 1 か所に対し 2 か所 
･連通管 – VP 管 φ200 半割 
     人通口 1 か所に対し 2 か所 
 

貴見のとおり。 

A-61 

平面詳細図 16(4 階-2) 1 床室(MFICU) 
窓台の仕様･厚みについて､ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰ

ﾑ t30 と考えてよろしいですか｡ 
 

米栂、クリア塗装程度とします。 

A-67 
病室詳細図 各病室 ﾏｸﾞﾈｯﾄﾎﾞｰﾄﾞについ

て､仕様･寸法･詳細をご指示下さい｡ 
 

500 角程度、鋼板 3ｍｍ+ダイノックシ

ート張とします。 

A-43 
 
 

【参考図】標準詳細図 13(内部 11) 
D13-1･D13-4 US 及び UST 用木枠につ

いて､樹種をご指示下さい｡ 
 
 
 

米栂程度とします。 



項 目 質  疑  事  項 回  答  事  項 

A-67 

病室詳細図 各病室ﾍﾞｯﾄﾞ上部について､

ｳｫｰﾙｹｱﾕﾆｯﾄ(L1550 程度)の様な図示があ

りますが､仕様･詳細が不明です､ご指示

下さい｡ 
 

形状は基本設計病室パースを参考と

し、強化ＰＢ+化粧合板 3ｍｍ（アイカ

セラール程度）と想定してください。

A-40 
A-67 

【参考図】標準詳細図 10(内部 8) 各ﾜｰﾄﾞ

ﾛｰﾌﾞ詳細について､OVS(医療用ﾊﾟﾈﾙ)が
併設されておりますが､病室詳細図に記

載が無い為､ﾜｰﾄﾞﾛｰﾌﾞのみと考えてよろ

しいですか｡ 

貴見のとおり。 

A-40 
A-67 

下記収納の詳細について､【参考図】標

準詳細図 10(内部 8)に記載ある病室のﾜｰ

ﾄﾞﾛｰﾌﾞ詳細･収納詳細と病室詳細図とで

名称･寸法が一致しません｡それぞれの

仕様･高さ寸法･詳細をご指示下さい｡ 
･4 床室 床頭台上部ﾜｰﾄﾞﾛｰﾌﾞ 
･4 床室 洗面(LK)横収納棚(2 連) 
･1 床室 収納棚(W1300×D300 程度) 
･1 床室 収納棚+ﾜｰﾄﾞﾛｰﾌﾞ 
 

･4 床室 床頭台上部ﾜｰﾄﾞﾛｰﾌﾞ 
→１床室 A タイプの H800 上部分の棚

とし、下部はオープンとします。 
･4 床室 洗面(LK)横収納棚(2 連) 
→４床室収納 
･1 床室 収納棚(W1300×D300 程度) 
→１床室Aタイプの型式で幅は平面図

寸法 
･1 床室 収納棚+ﾜｰﾄﾞﾛｰﾌﾞ 
→１床室 B タイプ 

A-68 

手術室詳細図 1(仕様･工事区分) 仕様書

の建築工事欄に記載ある無影灯ｱﾝｶｰﾍﾞｰ

ｽ及びｼｰﾘﾝｸﾞﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄｱﾝｶｰﾍﾞｰｽ(圧延鋼板

t6)の寸法をご指示下さい｡ 
 

医療機器決定後の判断となりますが、

現段階では標準詳細図６の D6―16 を

参考として想定してください。 

A-70 

手術室詳細図 3(空調図参考) 工事区分で

建築工事欄に○印のある屋外機器類の

基礎及び共通鉄骨架台工事について､施

工位置･詳細をご指示下さい｡ 
 

実施設計にて確定しますので、位置は

RF 屋上、詳細については同規模程度

の事例から機能性を考慮して想定して

ください。 

A-70 

手術室詳細図 3(空調図参考) 工事区分で

建築工事欄に○印のある 25.器具取付用

の天井･壁下地補強工事について､寸法･

詳細をご指示下さい｡ 
 

実施設計にて確定しますので、同規模

程度の事例から機能性を考慮して想定

してください。 



項 目 質  疑  事  項 回  答  事  項 

A-05 

建築工事特記仕様書 4 20 章ﾕﾆｯﾄ及びそ

の他の工事 24.ﾏﾝﾎｰﾙふたの施工箇所に

ついて､各種地下水槽に適宜設置と記載

ありますが､か所数をご指示下さい｡ 
 

実施設計にて確定しますので、同規模

程度の事例から機能性を考慮して想定

してください。 

A-05 

建築工事特記仕様書 4 20 章ﾕﾆｯﾄ及びそ

の他の工事 19.視覚障害者用誘導床材に

ついて､施工か所欄にﾊｰﾄﾋﾞﾙ法に基づ

き､外部､1･2 階入口､各階段に設置と記

載ありますが､配置ﾌﾟﾗﾝをご指示下さ

い｡ 
 

入り口から最寄りの受付までの経路、

各階段踊り場等が基本となりますが、

実施設計にて確定しますので、ﾊｰﾄﾋﾞﾙ

法に基づき設置位置を想定してくださ

い。 

A-05 
A-09 

建築工事特記仕様書 4 20 章ﾕﾆｯﾄ及びそ

の他の工事 11.ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞの工事区分は

A-09 図 工事区分表より別途工事と考え

てよろしいですか｡ 
 

－ 

上記質疑について､建築工事の場合､程

度及び具体的な設置場所をご指示下さ

い｡ 
 

貴見のとおり。 

A-05 
A-09 

建築工事特記仕様書 4 20 章ﾕﾆｯﾄ及びそ

の他の工事 12.ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝの工事区分は

A-09 図 工事区分表より別途工事と考え

てよろしいですか｡ 
 

－ 
 
 
 
 
 

上記質疑について､建築工事の場合､程

度及び具体的な設置場所をご指示下さ

い｡ 
 
 
 
 
 
 

貴見のとおり。 



項 目 質  疑  事  項 回  答  事  項 

 (新棟 建具)  

A-71 
～81 

下記建具について､建具表より下記と考

えてよろしいですか｡ 
1F 19～20-C～D 通り 助産指導室 
        LSD-K01 → LSD-K01a 
1F 10～11-A～B 通り 更衣室 
        LSD-K12a → LSD-K12 
1F 5～6-D～E 通り 更衣室 1･2 
LSD-K12a 2 か所 → LSD-K12 2 か所 
1F 2～3-D～E 通り 更衣室 1 
     LSD-K12a → LSD-K12 
1F 2～4-H～J 通り 相談 1～10  
STWD-101 5 か所 → 

 STWD-101 1 か所 
STWD-102 5 か所 → 

              STWD-102 1 か所 
2F 4～5-A～B 通り ES 
         SD-K03b → SD-K01 
2F 1～2-F～G 通り HWC 
       LSD-K08 → LSD-K08a 
2F 11～12-B～C 通り MRI 室 2 
              窓 → SWH204 
2F 16～17-C～D 通り 廊下 
        SDB-201 → SDB202 
2F 19～20-B 通り HWC 
       LSD-K08 → LSD-K08a 
2F 16～17-H 通り 更衣 
      LSD-K12a → LSD-K12 
2F 20～21-F～G 通り HWC 
       LSD-K08 → LSD-K08a 
2F 10～11-B～C 通り 歯科撮影室 
LSDH-213 2 か所 → LSDH-213 1 か所

3F 7～8-E 通り EPS 
       SD-K02a → SD-K02 
 

貴見のとおり。 



項 目 質  疑  事  項 回  答  事  項 

 

3F 9～10-B～C 通り 検体処理室 
   LSD-305 → LSD-306 
3F 16～17-A 通り 病室 1 
AW-302a 2 か所 → AW-302 2 か所 

4F 8～9-B～C 通り 掃除具 
      LSD-B210 → LSD-B21 
4F 3～4-D～E 通り 器材 
      LSD-B08a → LSD-B08 
4F 8～9-E～F 通り 前室 
     LSWD-B02b → LSWD-B02 
4F 11～12-C～D 通り 調乳･沐浴 
       LSD-B08b → LSD-B08 
 

 

A-71 
A-77 

STDW-104～107 の建具符号について､

建具ｷｰﾌﾟﾗﾝより STWD-104～107 と考

えてよろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

A-72 
A-81 

AW-203b の建具符号について､建具ｷｰﾌﾟ

ﾗﾝより AW-203 と考えてよろしいです

か｡ 
 

貴見のとおり。 

A-71 
～76 
A-81 

下記建具の員数について､建具表と建具

ｷｰﾌﾟﾗﾝで相違しています｡建具ｷｰﾌﾟﾗﾝを

正と考えてよろしいですか｡ 
        (建具表)    (建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ) 
AW-104   1 か所         3 か所 
AW-202   1 か所         2 か所 
AW-B01a  9 か所       45 か所 
AW-B01b  3 か所       12 か所 
AW-B02a  9 か所       38 か所 
AW-B02b  3 か所       12 か所 
AW-B02c  3 か所       13 か所 
AW-B02d  1 か所        2 か所 
AW-B02e  1 か所        2 か所 
AW-B03a  6 か所       21 か所 

貴見のとおり。 



項 目 質  疑  事  項 回  答  事  項 

 

AW-B03b  4 か所       14 か所 
AW-B03c  4 か所     14 か所 
AW-B04a  1 か所         3 か所 
AW-B05   4 か所        16 か所 
AW-B06   2 か所         4 か所 
AW-B07   1 か所         5 か所 
AW-B08   2 か所         7 か所 
AW-B09   2 か所        10 か所 
AW-B10   2 か所         7 か所 
AW-B11   2 か所         8 か所 
AW-B12   2 か所         7 か所 
AW-B13   1 か所         6 か所 
AW-B14   2 か所         4 か所 
AW-B15   2 か所         8 か所 
AW-B27   2 か所         4 か所 
AG-B01   3 か所         7 か所 
 

 

A-71 

1F 6～7-D 通り 準備室～処置室間の窓

について､建具符号がありません｡下記

と考えてよろしいですか｡ 
 ｽﾁｰﾙ 嵌殺し窓 W500×H800 
 SOP 塗装 ﾌﾛｰﾄ t6+ﾌｨﾙﾑ 
 

貴見のとおり。 

A-73 
法-3 

3F 6～7-E 通り 前室 2 の開口について､

法ﾁｪｯｸｼｰﾄ 3 に SS の記載があります｡下

記と考えてよろしいですか｡ 
 ｽﾁｰﾙ ｼｬｯﾀｰ W1500×H2000 
 ｽﾗｯﾄ:焼付塗装 電動式 特定防火設備 
 

貴見のとおり。 

A-74 
 

4F 7～9-F 通り AW-B04b について､建

具表がありません｡W14000×H2000 と

し､仕様は AW-B04a に倣うと考えてよ

ろしいですか｡ 
 
 

貴見のとおり。 



項 目 質  疑  事  項 回  答  事  項 

A-74 

4F 20～21-F 通り AW-B01c について､

建具表がありません｡W4500×H2000と

し､仕様は AW-B01a に倣うと考えてよ

ろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

A-75 

5F 18～19-B～E 通り TP-R01 につい

て､建具表がありません｡下記と考えて

よろしいですか｡ 
 ｱﾙﾐ ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ W1500×D1500 
 電解二次着色 LOW-Et6+A6+FL6 
 

貴見のとおり。 

A-75 

5F 9～10-D～E 通り 排煙ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄにつ

いて､建具表がありません｡下記と考え

てよろしいですか｡ 
 ｱﾙﾐ ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ W1500×D2500 
 電解二次着色 LOW-Et6+A6+FL6 
 

貴見のとおり。 

A-71 
A-77 

SUSD-101 のW寸法について､建具表に

記載がありません｡建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ 1 より下

記と考えてよろしいですか｡ 
外部 → L20000(1500+17000+1500) 
内部 → L10500(3500+7000) 
 

貴見のとおり。 

A-77 

SD-K14a･306､LSD-111 について､ｶﾞﾗｽ

の記載ありますが､姿図より不要と考え

てよろしいですか｡ 
 

ガラス小窓を設置します、また特定防

火設備のため SD-K14a は FT5 としま

す。 
 

A-77 

SD-K14a･K14b について､材質に軽量ｽﾁ

ｰﾙとありますが､建具符号よりｽﾁｰﾙと考

えてよろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

 

上記質疑について､ｽﾁｰﾙの場合、仕上は

SOP 塗装と考えてよろしいですか｡ 
 
 

貴見のとおり。 



項 目 質  疑  事  項 回  答  事  項 

A-71 
A-77 

STWD-103 のＷ寸法について 
A-71 図 W27500 
A-77 図 W3200 
と相違しています｡A-71 図を正と考えて

よろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

A-78 

LSD-K05d･K17について､ｶﾞﾗｽの記載が

ありません｡ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ t5+ﾌｨﾙﾑ張と考え

てよろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

A-80 

SW-B04～B07 合わせｶﾞﾗｽ t5+5 につい

て､仕様が不明です｡ﾌﾛｰﾄ t5+ﾌﾛｰﾄ t5と考

えてよろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

A-24 
A-81 

AW-104の開き勝手及びH寸法について

A-24 図 2 連嵌殺し窓 H3500 
A-81 図 嵌殺､突出窓 H2600 
と相違しています｡A-24 図を正と考えて

よろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

A-24 
A-81 

AW-105 の H 寸法について 
A-24 図 H3500 
A-81 図 H2600 
と相違しています｡A-24 図を正と考えて

よろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

A-24 
A-81 
 
 

AW-202の開き勝手及びH寸法について

A-24 図 2 連嵌殺し窓 H3500 
A-81 図 嵌殺､突出窓 H2800 
と相違しています｡A-24 図を正と考えて

よろしいですか｡ 
 
 
 
 

貴見のとおり。 



項 目 質  疑  事  項 回  答  事  項 

A-24 
A-81 

AW-203b の H 寸法について 
A-24 図 H3500 
A-81 図 H2800 
と相違しています｡A-24 図を正と考えて

よろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

A-24 
A-81 

AW-210 の W 寸法について 
A-24 図 W2800 
A-81 図 W4800 
と相違しています｡A-24 図を正と考えて

よろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

A-24 
A-74 
A-81 

AW-B02e について､W2000×H2000 と

記載ありますが､立面図及び建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ

より間に柱が入る為､W1000×H2000を

2 か所と考えてよろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

A-24 
A-81 

AW-B04a の W 寸法について 
A-24 図 W14000 
A-81 図 W19000 
と相違しています｡A-24 図を正と考えて

よろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

A-81 
A-82 
 
 
 
 
 
 

AW-310a･310b の姿図について､建具姿

図の符号を下記の様に変更すると考え

てよろしいですか｡ 
AW-312a → AW-310a 
AW-312b → AW-310b 
 
 
 
 
 
 
 

貴見のとおり。 



項 目 質  疑  事  項 回  答  事  項 

 

上記質疑より寸法について 
A-81 図 AW-310a W17000×H2600 
        AW-310b W17000×H2600 
A-82 図 AW-301a W17600×H2300 
        AW-310b W16950×H2300 
と相違しています｡A-82 図を正と考えて

よろしいですか｡ 
 

貴見のとおり。 

A-73 
A-82 

3F 16～17-D～E通り 光庭 2 AW-313に

ついて､建具表がありません｡姿図より

下記と考えてよろしいですか｡ 
ｱﾙﾐ 連窓 L9000×H2300  
電解二次着色 枠見込 70  
ﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾄﾞ:化粧ｹｲｶﾙ板 t8 
 

貴見のとおり。 

A-81 
A-82 

下記建具の寸法について､建具表と姿図

で相違しています｡建具姿図を正と考え

てよろしいですか｡ 
        (建具表)       (建具姿図) 
AW-B08 W18500×H2000 
             5～7F W20100×H1700 
             以外 W20100×H1500 
AW-B09 W6500×H2000 
             5～7F W6200×H1700 
              以外 W6200×H1500 
AW-B10 W3500×H2000 
             5～7F W2330×H1700 
              以外 W2330×H1500 
AW-B11 W2000×H2000 
             5～7F W5450×H1700 
              以外 W5450×H1500 
AW-B12 W12800×H2000 
             5～7F W12300×H1700
               以外 W12300×H1500
 

貴見のとおり。 



項 目 質  疑  事  項 回  答  事  項 

 

AW-B13 W4000×H2000 
             5～7F W3400×H1700 
              以外 W3400×H1500 
AW-B14 W3600×H2000 
             5～7F W2500×H1700 
               以外 W2500×H1500 
AW-B15 W2400×H2000 
             5～7F W2700×H1700 
               以外 W2700×H1500 
 
AW-B16 W6000×H2000 
                   W5800×H1700 
AW-B17 W6000×H2000 
                   W7700×H1700 
AW-B19 W7500×H2000 
                   W6500×H1700 
AW-B20 W6500×H2000 
                   W5810×H1700 
AW-B21 W1300×H2000 
                   W11700×H1700 
AW-B22 W20000×H2000 
                   W22200×H1700 
AW-B26 W7000×H2000 
                   W6900×H1700 
AW-B27 W7000×H2000 
                   W1400×H1700 
AG-B01 W2000×H2000 
                  W2300×H1700 
AG-B02 W2500×H2000 
                  W2300×H1700 
 
 
 
 
 

 



項 目 質  疑  事  項 回  答  事  項 

A-71 
～76 
法-1 
～法-5 

下記建具の性能について､建具表と法ﾁｪ

ｯｸｼｰﾄで相違しています｡法ﾁｪｯｸｼｰﾄを正

と考えてよろしいですか｡ 
         (建具表)    (法ﾁｪｯｸｼｰﾄ) 
SD-K02 特定防火設備 
                  性能無し 10 か所 
              特定防火設備 14 か所 
SD-K05 性能無し   性能無し 22 か所 
              特定防火設備   1 か所 
SD-K14a 特定防火設備  性能無し 
SD-K14b 特定防火設備  性能無し 
SD-105  特定防火設備   

性能無し 2 か所 
                特定防火設備 3 か所 
 
 
SD-1106 特定防火設備 
                    性能無し 1 か所 
                特定防火設備 1 か所 
SS-108 特定防火設備   性能無し 
STWD-105 性能無し 特定防火設備 
STWD-106 性能無し 特定防火設備 
STWD-107 性能無し 特定防火設備 
SUSD-206c 性能無し 特定防火設備 
SD-202 特定防火設備   性能無し 
SUSD-303 性能無し 性能無し 1 か所 
                特定防火設備 1 か所 
SUSD-306 性能無し 性能無し 1 か所 
                特定防火設備 1 か所 
LSD-B13 性能無し  性能無し 8 か所 
                特定防火設備 3 か所 
LSDW-B01a 性能無し 性能無し 9 か所

                特定防火設備 1 か所 
LSDW-B01b 性能無し 性能無し 5 か所

                特定防火設備 2 か所 

貴見のとおり。 



項 目 質  疑  事  項 回  答  事  項 

 

SD-R01 特定防火設備  性能無し 
SD-R03 特定防火設備  性能無し 
SD-R06 特定防火設備  性能無し 
AW-203b 性能無し  性能無し 1 か所 
                   防火設備 1 か所 
AW-302  防火設備  性能無し 
AW-B02e 防火設備  性能無し 
AW-B07  性能無し  性能無し 2 か所 
                   防火設備 3 か所 
 

 

 

上記質疑について､法ﾁｪｯｸｼｰﾄが正の場

合､建具のｶﾞﾗｽは下記と考えてよろしい

ですか｡ 
性能無し(額窓) → ﾌﾛｰﾄ t5+ﾌｨﾙﾑ 
特防(框戸) → 耐熱強化ｶﾞﾗｽ t8+ﾌｨﾙﾑ 
特防(額窓) → 耐熱強化ｶﾞﾗｽ t5+ﾌｨﾙﾑ 
 

貴見のとおり。 

A-77 

建具表共通事項 枠関係 5.木額縁の樹種

及び仕上について､米栂､SOP 塗装と考

えてよろしいですか｡ 
 

米栂、クリア塗装とします。 

A-03 

建築工事特記仕様書 2 16 章建具工事 5.
ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具の仕上について､B-1 種､

B-2 種､C-2 種とありますが､使い分けが

不明です､ご指示下さい｡ 
 

B-2 種とします。 

A-24 
A-25 

外部ｱﾙﾐｻｯｼのｶﾞﾗｽについて､立面図に

LOW-E 複層ｶﾞﾗｽと記載ありますが､仕

様が不明です｡下記と考えてよろしいで

すか｡ 
一般 → LOW-Et6+A6+ﾌﾛｰﾄ t6 
防火設備 

→ LOW-Et6+A6+網入磨き t6.8 
 
 

実施設計にて確定しますので、同規模

程度の事例から耐風圧やガラス安全指

針に考慮して想定してください。 



項 目 質  疑  事  項 回  答  事  項 

基本設

計 E-2 

３－１受変電設備にて、別途エネルギー

サービス工事と記載が有り、 「別途」

と記載がありますが、引込・受変電・発

電機・直流電源・電力監視は別途工事と

考えてよろしいですか。 

貴見のとおり。 
なお、無停電電源設備も別途工事（エ

ネルギーサービス工事とも別途）とし

ます。 

基本設

計E-10 

３号館改修について、改修図が御座いませ

ん。建築･電気･機械設備等全て別途と考え

てよろしいですか。 

今回の提案対象としては別途です。 
ただし、工事契約については同一工事

とします。 

 以上  

 


